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別記様式（第２条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 庁 議 

開 催 日 時 平成 29 年 10 月 4 日（水）午後 3 時 58 分～午後 4 時 18 分 

開 催 場 所 301 会議室 

出席者及び 

欠 席 者 

出席者：市長、副市長、教育長、企画財務部長、企画財務部財政担当部

長、総務部長、市民部長、協働推進部長、健康福祉部長、健康

福祉部高齢・障害担当部長、健康福祉部子ども家庭担当部長、

都市整備部長、都市整備部建設管理担当部長、議会事務局長、

教育部長、教育部学校教育担当部長、会計管理者 

欠席者：協働推進部環境担当部長 

議 題 
１ 平成 30 年度予算編成方針について 

２ その他 

結 論 
（ 決 定 し た 方

針、残された問
題点、保留事項
等を記載する。） 

議題１：原案を一部修正の上、承認する。 

議題２：特になし。 

審 議 経 過 
（主な意見等を
原則として発言
順に記載し、同

一内容は一つに
まとめる。) 
 
（発言者） 
○印=構成員 
●印=説明員 

議題１ 平成 30 年度予算編成方針について 

（財政担当部長説明） 

平成 30 年度予算編成方針を朗読する。 

 

―財政担当部長朗読― 

 

 平成 30 年度予算編成方針（案）について、全体の構成は昨年度と

同様である。ただし、記書きの部分については、分かりやすいように

大きく四つの見出しを付けて分類をしている。また、計画年度の更新

を行っている。第一段落については、内閣府が示す月例経済報告にお

ける平成 29 年 9 月の基調判断を引用したものである。なお、9 月の

基調判断は 9 月 25 日に公表されており、10 月の基調判断の公表は 10

月中旬以降となる見込みである。本予算編成方針を決定いただいた後

には、広資料の配布や 10 月 10 日に予算編成事務説明会を実施予定で

あることから、差替えすることなく、本原案の内容で進めていきたい

と考えている。第二段落については、国の「平成 30 年度予算の概算

要求に当たっての基本的な方針について」からの引用である。また、

第三段落については、東京都の「平成 30 年度予算の見積りについて

（依命通達）」からの引用である。そして、第四段落以降は、骨格と

しては昨年度と同様である。第四段落の三行目は、文章が長くなって

しまうので、一旦区切っている。 

記書きの「1 基本的事項」について、⑴では年度を平成 30 年度
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に合わせている。 

「2 歳入」について、⑴の一行目「納付機会の拡大」を例示的に

追加している。これは、今後パソコン等でも納付できる仕組みであ

るペイジーの検討を捉えての表現である。⑵の書き出し部分「国庫

支出金及び都支出金については、」従来入れていなかったが、主語を

明確化する意味で追加している。⑶も同様であり、「分担金・負担金

及び使用料・手数料については、」を追加している。 

「3 歳出」の⑴について、従来は「前年度予算の範囲内で所要額

を見積もるとともに」としていたが、「既存事業についても、ゼロベ

ースから事業を見直し、過去の決算内容を十分に分析し」と変更し

ている。これは、事業をゼロから構築し直すということと、過去の

決算内容の分析を含めて明文化したものである。 

「4 特別会計」について、一昨年度までは各特別会計別の留意事

項を記載していたが、昨年度は国民健康保険税率の改定などの一定

の方向性が見えてきているということで、各特別会計別の記載はし

なかった。平成 30 年度においては、国民健康保険事業の都道府県化

も控えていることから、その部分をなお書きで追加している。 

また、「平成 28 年度都内 26 市の財政状況一覧（普通会計決算）」

の資料は参考として御覧いただきたい。 

  

（質 疑） 

 ○ 予算編成方針について、本市の一般会計を中心に書かれてい

ることは分かるが、記書きの 4 が「特別会計」であるので、2 の

「歳入」は「一般会計歳入」、3 の「歳出」は「一般会計歳出」

とした方がよいのではないか。 

 ○ 御意見として承る。 

 ○ 記書きの「3 歳出」の⑵の「平成 17 年度以降 1 億円の超過が

続いている」とあるが、この表現だと 1 億円を 1 億円オーバー

しているようにも捉えられる。 

 ○ 「1 億円の」を削除し、「平成 17 年度以降超過が続いている」

としたらよいのではないか。 

 ● そのように修正する。 

 ○ 記書きの「4 特別会計」のなお書きにおいて、国民健康保険

事業予算について「制度改正等を踏まえて予算を適正に見積も

る」とあるが、「適正に」という表現に違和感がある。 

 ○ 今までは医療費の状況に応じて予算を見込んでいたが、平成

30 年度以降は東京都が前年度までの実績に基づいて納付金の確

定をして、それをもって歳出が確定することになる。今までの

見積りとは変わってくる。 
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 ○ 「適正に」を削除し、「制度改正を踏まえて予算を見積もる」

としたらよいのではないか。 

 ● そのように修正する。 

 

（結 果） 

  原案を一部修正の上、承認する。 

 

議題２ その他 

  特になし。 

 

 

会議録の開示 

・非開示の別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶務担当課  企画財務部 企画政策課（内線：374） 

（日本工業規格Ａ列４番） 


